<朽木フィールドステーション>焼畑研究から焼畑実践へ : 実践を通じてみえてきたこと by 鈴木, 玲治
Title<朽木フィールドステーション>焼畑研究から焼畑実践へ: 実践を通じてみえてきたこと
Author(s)鈴木, 玲治















初めて焼畑の火入れをみたのは、2002 年 4 月、ミャンマー・バゴー山地の山中においてであった。
山が燃える壮麗な景色に圧倒されたのを覚えている。当時、博士課程の学生であった私は、博士論文
のテーマに選んだタウンヤ造林1の生態学的持続性の調査のためミャンマーに滞在しており、タウンヤ


















































































1.2  従来の農学的・生態学的焼畑研究の限界 
 焼畑が前述のような灰の養分添加効果、焼土効果、雑草抑制効果を持つことは、焼却する樹木の種
類や量によって程度の差はあるが、これまで多くの焼畑研究で報告されてきた（Andriesse and 

























































































2010 年には、永井氏の尽力により、余呉町中河内集落の共有林を 2010 年から 2012 年までの 3
年間、焼畑に伐開することで地元の合意が得られた。2010 年の焼畑は、同地区の共有林でササが優
占する灌木林を約 1,000m2伐開して行うことになった（写真 4）。7 月下旬に伐採を行い、お盆明け
の 8 月 19 日に火入れを行った（写真 5）。火入れ直後に、余呉町在来のヤマカブラや万木カブラを播
種し、除草や間引き苗の移植などを行った後、11 月 13 日にカブラの収穫を行った。この年のカブラ
は大豊作であり、約 237kg（ヤマカブラ約 97kg・万木カブラ約 140kg、滋賀県立大学野間氏測定）
写真 3 赤子山の火入れ（2009 年）。横一列に並んで、 
斜面上部から徐々に火を入れる 
写真 7 中河内の共有林の火入れ（2011 年） 
 
写真 6 火入れ前に祝詞をあげる永井氏（2011 年） 








あったが、天候に恵まれずに火入れが何度も延期され、結局 8 月 30 日に火入れを実施した（写真 7）。
前年同様、ヤマカブラなどを栽培し、11 月 11 日に収穫したが、この年のカブラの収量は前年の 10







































前述のように、2010 年と 2011 年ではカブラの収穫量は雲泥の差であったが、伐開前の植生や土壌
の状態、火入れの状況を比較すると、2010 年と 2011 年で、収量にこれほどの影響を与えるような差
はなかった。また、2010 年の火入れ前後の土壌特性値に関する詳細なデータはないが、これほどの収
量差を生むほどに養分添加効果や焼土効果に差があったとは考えにくい。雑草の生育状況については、




































きたそうである。2010 年の焼畑の火入れはやや遅れてお盆過ぎになったものの、8 月 19 日には実施




































































写真 9 火入れ直後に、横一列に並んで耕起。 
斜面中腹より上部を鍬で耕した（2010 年） 


















































































































写真 11 カブラ収穫後の交流会（2010 年） 
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